








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は 他 に も あ り 、
それらの中には別の特徴も見
られる。以上の課題は別の機会に論じ
た い 。
注(1)
こ
こで
言う
「艶詩」
とは、
女性
とそれ
に関
連する事
物お
よ
び当時それに類す
る性
質を持
つと
見な
された
事物
をテー
マと
した詩
歌のジ
ャン
ルを
意味す
る。
なお
、
斎綱
が皇太子
に選
ば
れたあとに
、
彼お
よびそ
の文
学集団
の
メンバ
ーが
中心
とな
っ
て制作し
た詩を指す
「宮体詩」
とい
う
語がしば
しば用
いら
れ
る。
しかし
、
現存
する
梁代
の艶
詩
の大
部分
の制
作時
期が不明
であるため
、
筆者
は基
本的
に使
用しな
い。
(2)
本稿と直接
的な内
容
の関
連性を持
つ拙
稿は
以下の通り
であ
る。
「梁代
「艶詩」
の再
検討�府
「相逢行」
「長安有狭斜行」
「三婦
艶」
に基づ
く考察
ー」
（コ
ンテン
ツワ
ーク
ス
社・東
京大
学大学院人文社会系
研究科博
士論
文ライ
ブ
ラリー
（オ
ンデ
マ
ンド
出版。
二0
一
五年四月現
在絶版。
）、
二0
1
0年。
以後、
「別
稿一」
とする）、
「夫
の
帰宅ー南北朝後
期の
「羅敷古辞」
模擬
作品に
つい
て
」
（「六朝
学術学会報」
第一
五集
、
二0
一四
年。
以後、
「別
稿二」
とする
。）、
「儒
教王朝
の廃
墟に
行む文
学ー南
朝梁
．
爾綱
の臨
終作
品に
つい
て
l
（二
松学舎大学
「東
アジ
ア学
術総合研究所集刊』
第四
五集、
二0
一
五年。
以後、
「別
稿三」
とする。）
(3
)例
えば、
小尾郊
一氏
の
「艶歌
と艶」
（「
広
島大学文学部紀要」
二五
、
一
九六五）、
石観海氏
の
『宮謄詩派研究」
（武漢大学出
版社、
二0
01―-）、
胡大雷氏
の
『宮盟詩研究」
（商務印書館、
二0
0四）
など
を参照。
(35) 
(4)
大矢根文次郎
氏の
「杜詩
に
おける
、
遣興
・
戯題
の詩
とその
風趣」
（『
東洋文学研究」
六、
一九
五七
）、西
本巌氏
の
「杜甫
に
おける
「戯題詩」
ー
「官
定まりて後
戯れに贈る」
詩に
つい
てー
」
（『小尾博士
退休記念
中国文学論集」
（第
一
学習社、
一九
七六
）
所収。
）、谷
口
真由実氏
の
「表現技法
とし
ての
「戯」
」
（『
杜
甫の
詩的葛藤
と社
会意識」
（汲古書院、
二O
i
l―-
）
第二章
。
初
出は
一
九八
六年。
）
参照。
(5)
前掲
の大
矢根氏
は
「苑靖婦、
薫術、
蒲綱、
薫繹、
劉孝綽、
徐陵、
徐君偕」
と作者名を挙
げ、
「それは全
然戯腿詩
であり
、
遊戯
の作
である
。」
と述
べ
る。
同じく
前掲
の西
本氏
の論
文は
「『玉
棗新詠』
には
詩題
に
「戯」
字を付す
る作
品は八
首ある」
とする
。
やはり
前掲
の谷口氏は大
矢根氏
と西
本氏
の論
文を引
用し、
更に
「梁
から
隋に至
るまで
の該
当作品
は十三首
」
と補
足するが、
「玉
嘉新詠」
収録
の八
首以外
の作品
の作
者と題名を
具体
的には挙
げて
いない
。
諸氏
のい
う
「玉
嘉新詠』
の八
首と
は、
陳玉
父刻本系統
の
明小宛堂覆宋
本にお
いて
は次の八
首を指す
と推測さ
れる。
（巻六
）
苑靖妻沈涌願
「戯齋娘
l、（
巻七
）
薫術
（四六四
五ー
四九
）
「戯作
」、
爾綱
「戯作謝恵連謄十
三韻
」
「戯
贈麗人」
「執筆戯書」
、薫
繹
（五0八
五ー
五五
）
「戯作艶詩」
、（
巻
八
）
劉孝綽
（四八
一
五ー
三九
）
「浜上
人戯蕩子婦示行事
」、
徐
君情
(?
|？
）
「初春揮内人行戯
」、徐
陵
（五0七ー
五八三）
「走
筆戯書應令」
。沈
満願
は沈
約
（四四
一ー
五一
三）
の孫。
徐陵
の
作品は蓋
綱
「執筆戯書」
に唱和し
たも
のであ
り、
南朝梁時代
の作品と考え
られる
。
但し、
劉孝
綽の
作品
はあくま
で第三者
が別人に
「戯」
れた
こと
を題材と
して
おり
、
徐君偕
の作品は
早春
の
「内人」
との
行楽
を題材と
したもの
であり
、狭
義の
「戯
題詩」
からは
除外
した
方が良
い
と本
稿は考え
る。
田部井文雄
氏の
一六
朝宮体
の詩に
つい
て
」
（『
漢文学会会報」
一八
号、
一
九五九
）
は「
戯題詩」
という
用語は
用い
てい
な
いが
、
本稿が
取り上げ
る
「戯贈麗人」
など、
「戯」
と
いう
文字
をタイト
ルに
持つ
薫
綱の
作品が
「他
のど
の詩より
も軽艶
．
綺靡
の評が適
切
である
ように
感じ
られる
」
と評
して
いる
。
他に帰
青
氏の
『南
朝宮謄詩研究』
（上
海古籍出版社、
二0
0六
）
一六
0頁
第五章
も「
戯題詩」
が梁
代後期
の艶
詩の代
表的ジ
ャンル
で
あると
位
置づ
けて
いる
。
(6)
「玉
嘉新詠箋注
j
(中華書局、
一九
九九。
以後、
「玉
嘉新詠」
のテキスト
は
これに
拠る
。
）
二九
0頁、
巻七。
「麗姐」
を「
藝
文類衆』
（上
海古籍出版社、
一九
九九。
以後、
「藝文類衆』
の
テキスト
は
これに
拠る。
）
三二
七
頁、
巻一八
は
「麗旦」
とする。
「羅祖」
を
「藝文類衆」
は「
羅裾」
とする。
「間錨」
を「
藝文
類衆』
は
「賓鍋
l
とする。
「未肯
l
は原
文では
「未息
l
とな
っ
てい
るが、
文意
が通
らな
い
ため、
「薮文類衆」
に従
っ
て改めた。
(7)
郭慶藩
「荘子集繹」
（中華書局、
一九
九七
）
九三
ー四頁、
巻
一下
「毛
婚麗姫，
人之
所美也
（毛嬉麗姫
は、
人の
美とする所
なり
）」成
玄英疏
「毛嫡，
越王壁
妾。
麗姫，
晉國之寵
蹟
（毛嬬
は、
越王
の壁妾なり。
麗姫
は、
晉國
の寵
演なり）」
(8)
呉注
は唐
・
宇文氏
『放嘉記」
の次の記
事を引
用する。
「撥者，
捩開也。
婦女理髪用撥，
以木為之
（撥は，
捩開な
り。
婦女
は
(36) 
理髪する
に撥を用
ふ，
木を
以て
之を
為す）
」
とある。
(9)
石川忠久氏
の
『玉
棗新詠」
（学習
研究社、
一九
八六
）
四七七
頁は
「簡
」
を「
棚
」
（ひだ）
のこ
と
と解す。
『大漢和辞典」
巻八
・
101
―二頁も
一細襴
」
という
語の
例
として
爾
綱のこ
の作品
の
この
旬を引
用するが、
「羅裾宜細襴
」
とな
ってい
る
。
本稿
もひ
とまずそれらに従
って
おく
。
(10)
「展
」
につい
て
呉注は
『説文解字」
中の記
事と
して
「藤，
履
中鷹也。
又展也。
」
とい
う
が、
原文
（『
説文解字注」
上海古籍
出版社，
一九
九八，
四0
0頁
「戸部下
」）で
は
「展，
履中若也
」
とな
って
いる
。
「薦
」
はこ
の場
合は敷
物
であ
り、
文意
が
通じに
くい
。
こ
こでは
ひと
まず
『説文
j
には無
い
「又
展也
」
に従
い、
はきものと
解し
て
おく
。
(11)
「後漢書』
（中華書局、
一九
九六）
三六
七六
頁
「輿服志
」
下「
管
以璃珊
為撻，
長一
尺
，
端為華勝，
上為鳳
皇爵，
以翡翠為毛羽，
下有白珠，
垂黄金錨
（管は
璃珊を
以て
撻と為す
、
長さは
一尺
、
端は華
勝為り、
上は鳳
皇
の爵
為り、
翡翠
を以て毛
羽と為す
、
下には白
珠有り、
黄金
の鋸を垂
る）
l
(12)
李善注
「文選』
（中華書局、
一九
八一）
四―
一頁
、巻
二九
゜
以下、
『文選」
のテキス
トは基
本
的に
こ
れに
拠る。
(13)
佐藤大志氏
「六朝
楽府文学史研究」
（渓水社、
二0
01―-）
総
論•第
三章
「楽府題変遷考
ー楽府題
「阻上
桑
」
を中
心と
して
|
」
（初出
は
一九
九九、
二0
0
0年）
は、
羅敷
が登
場す
る数
種
類の
楽府題
の変遷を論じ
てい
るが
、
羅敷が
登場す
る漢
楽府を
一羅敷古辞
」
と総称し
ている
。
本稿も
それ
に従う。
筆者
が別
稿
二で
論じた
ように、
前掲
の
「藍歌篇
」
は「
羅敷古辞
」
の変
奏
的模擬作品
である
。
(14)
興膳宏氏
の
「艶詩
の形
成と沈
約」
（『乱世を生
きる
詩人
たち
六朝詩人論」
（研文出版、
二0
0 
I)
収録。
初出は
一九
七二
年）
参照。
(15)
梁代
の文
学集団
と
そのメ
ンバー
につい
て
は、
森野繁夫氏
の
「六
朝詩
の
研究」
（第
一
学習社、
一九
七六
）
参照。
なお、
森野
氏の
著書
で劉
逮に
関する言及は見ら
れな
い。
劉遂
の
「萬山見
采桑人
」
とい
う
作品が
「玉
豪新詠』
に収録さ
れて
いる
が、
「萬
山
」
は薫
綱
がか
つ
て薙
州刺史と
して
赴
任し
た襄陽近く
の山で
あり、
少なくとも
劉遂
が
薙州刺史時代
の爾
綱に付き
従
ってい
た可
能性は低くな
いと
考えられる
。
薙州時代
の蓋綱に
つい
て
は拙
稿
「粛綱
の
西曲模擬作品再考
」
（「
高崎経済大学論集』
第
五六
巻第
三号
、
二0
一
三）
参照。
(16)
費稜
の簡単な博は
「南史』
巻七
二
「文學博
」
に収
められて
いる
が、
生没
年は記され
てい
ない
。
明小宛堂覆宋本
「玉嘉新
詠』
にその
作品は、
巻六で
は張
率
（四七五
五ー
二七
）．
徐
俳
（四
九四？
ー
五二四
）
の後、
挑翻
(?|？）
孔翁帰
(?|？）
．徐
俳妻
(?
|?）
．何
思澄
（四
八三？
ー
五一二
四？）
の前に、
巻九
では
張
率と蓋
綱の
間に置
かれて
いる
。
明鄭玄撫本
『玉
塁新詠」
（呉冠文氏他
棠校
「玉嘉新
詠彙校」
｛上
海古籍出版社、
二〇
一
-}
）
の場
合、
巻七
の張
率
．徐
俳・
徐俳妻
のあと
、
挑翻
．孔
翁
帰の
前に置かれ
、
巻九
では
張
率と癖子顕
（四八九
ー
五三七
）
の間に置
かれて
いる
。
(37) 
(17)
『玉
嘉新詠箋注」
二五
0|
―
頁、
巻六。
「探芳春」
は
『箋注」
原文
では
「掩芳春」
とな
ってい
る
が、
『褻文類衆』
三二
九
頁、
巻一
八に従
っ
て改めた。
また、
明鄭玄撫本系統本
『玉
嘉新詠」
では
一捲」
とな
って
いる
。
一紅彩」
を
『藝文類衆」
は一
紅采」
とする。
「陽陽」
は『
箋注」
原文
では
「湯湯」
とな
ってい
る
が、
「藝文類衆」
に従
っ
て改めた。
(18)
後半部を
「それ
でおま
へ
は自
分でかた＜
決心
して
だれ
も自
分の
美しさと
比べ
るものは
無いと
考
へて
ゐ
るが
、
さうはゆか
ぬぞ
、
おま
へ
のほかに
また
洛水
の女神
（のや
うな
の）
がや
っ
てくるぞ
」
と訳する鈴
木虎雄訳
は解釈と
して
は面
白い
（「
玉嘉
新詠集下巻』
（岩波文庫、
一九
七五年
版）
四0
二頁
）。
しかし
、
蓋綱
の絶
旬
「詠器薇詩」
「燕来枝益軟，
風諷花轄光。
頷氣不肯
去，
還来階上
香
（燕
来たりて枝
益す軟か
く、
風諷り
て花
轄た
光く。
祭氣
は肯て去ら
ず、
還た来たり
て階
上に
香し）」
（「
藝文
類衆』
一三
九七頁、
巻八
一）
の後
半部
が、
薔薇
の香
気を意味
する
「祭氣」
がなかなか
消え
な
いどころ
か、
その
うえ階上ま
で漂
っ
てき
て香ると
詠って
いる
。
末句
「還来
l
の主語は直
前
の句
の
「祭氣」
であると
解釈
しな
ければ意
味が通らな
い。
こ
のよ
うに
「還来」
という
語の
主語は直
前の
句
の主語と
同じと
する
用法
が見
られる
こと
から、
「絶旬賜麗人」
の「
還来」
の主
語も前三旬
の美女と同
一人
物であると
解釈
する
べき
であ
ろう。
(19)
『玉憂
新詠箋注」
二七三頁
、
巻七。
「珠可弄」
は原
文では
「殊可弄」
とな
ってい
る
が、
呉注
に従
って
改めた。
(20)
姦洛神賦」
におけ
る鄭
交甫
への
言及は
一感交甫之奔言分，
恨
猶豫而狐疑
（交甫
の言を
弁てたるに
感じ、
恨と
して
猶
豫し
て
狐疑す）
」
（『
文選」
二七
一頁
、巻
一九
）
とい
う
句に、
「明瑶」
とい
う
語は
「無微情以
妓愛分，
猷江南之明瑞
（微
情の以て
愛
を放す
無くんば、
江南
の明
瑞を猷ぜ
ん）」
（「文選」
二七
一頁
、
巻一九
）と
いう
旬に見え
る。
(21)
『梁書」
「簡文帝本紀」
「雅好題詩，
其序云，
「余七
歳有詩癖，
もと
長而不倦」
。
然傷於軽藍，
嘗時琥
日，
『宮罷」
（雅よ
り詩を題す
るを好み、
其の
序に云く
、
「余七
歳に
して
詩
癖有り、
長ず
るも
そこな
倦まず」
と。
然れども
軽麒
に傷は
れ、
嘗時
琥し
て
日く、
『宮謄」
一
と）」
（
『梁書」
（中華書局、
一九
九七
0
)
I 
0九頁、
巻四）
（高崎経済大学）
※本研究
は二
0
一
四年度
・
高崎経済大学競争的
研究費
の援助を
受け
たも
の
である
。
(38) 
